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　生体内で の 異物処理 の 代表的機序 として の

erxkcytOsis には、比較的大型 の異物を対象とする

貪食phagpeytosisと液相に存在する分子量の 比較

的小 さい 物質を処理対象とする呑飲pirxx；ytasis

とに分けて考え られ て い る。

　最近、我 々 は ヒ ト骨髄細胞の 培養よ りB細胞 系

列に属する樹状細胞襯 黻 を樹立 した 。 こ の

細胞 は強い ア ロ T細胞刺戟能 を有し、か っ 、

  if〔π yeユ1〔rv の取 り込み実験で 強い呑飲能 を

示 した．一一一方、先に我々 が悪性リンパ 腫患者腹水

よ り樹立 した墨粒貪食能を有する既 滑 1細胞

も強い呑飲能を有してい る こ とが判明した。これ

ら2株の 細胞につ い て、免疫化学的、酵素細胞化学

的解析を行なっ た。

　結果；）bcia細胞はB細胞 マ ー
カ
ーの他 、細胞接着

分子や補助因子 を発現して い た．一方、lb［1−lre胞

はクラス llやUM5 抗原も欠き 、
LFA・3とク ラス 1抗

原の 発現が認 め られ た以外特徴的な発現型は示

さなか っ た 。酵素化学的解析では幾っ かの 酵素で

眠 1細胞 が よ り強 い 活 性 を 有 し て い た 。

mh ）ytosisW 能を侍 ち免疫系で働く細胞群に多

系列あるい は多分化躅階の 存在の 考えを支持す

るもの であっ た．

儲笥 これまで 、徳安法な どを用 い て免疫電

顕 2 重染色は行 われて きた 。 しか し、徳安法
で は、 1 つ の分子局在で も切片中 に存在する

分子の 1〜 10 ％程度 しか検出で きず 、 2 つ

の 分子の 共存 となる と、 相方の 分子が よほ ど

大量存在する嚇合で ない と、翹明で きな か っ

た 。 そこ で今 日、 私共は、pre
・
embediding

ln 皿 鋸o 磁 particleと HRP 等の 2 つ の 標識法

を組み合 わせて、よ の高感度な免疫電顕 2重

染色法を試み た 。

防法iラ ツ ｝小腸及び培養 虹皮細胞 （4 ％ パ

ラホ ル アルデ ヒ ド、 4 時間髄定）に お ける 、
カ ドヘ リ ン 、カテ ニ ン

、 ZO −1、等の局在を一

方 の 二 次抗 捧として 1n鵬 go姆 partic玉e を用
い 、鰹方の 二 次抗体 として、HRP 等を用 い

て 、 電顕二 重染色を行 っ た 。

1結果i2重染色法で は lt カ ドヘ ワン s カ テ ニ

ン は 、laterai　mcmbrane に広 く分席し、　 ZO 　1

は 、tight　junctionと、AJ に局在して い た 。

a 伽 励 ．AF ・6 は T −Jか ら、　 A −」にかけて 、 連

続的に分窃 して い た 。

1考察12重染色 して み る と 、 教科書的には A −
」

に共存する こ とと され て い る カ ドヘ リン ーカ

テ ニ ン が 、 必ず しも、 一致 して分膚 しな い こ

とも多い こ と等が判鵬 し、分子 と場所 と形の

問題を考えるため に は 、 貴重 な知見が もと ら

された 。
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